
２０２５年度（令和７年度）地域まちづくり推進事業報告書 

日吉台学区(町・地区)まちづくり推進委員会 委員長 永田 利昭 

  (問合せ先) ０８４－９４３－４０５４（日吉台交流館） 

事業内容 

（１）高齢者支援・地域支援事業 

   〇福祉事業 ＊各町内会サロン活動(通年)   〇高齢者居場所づくり(通年)  

〇高齢者支援 ＊研修会(7/19) ＊ふれあいスポーツ大会(10/11) 

〇おとなとこどもの交流事業 （5/10） 

   〇ボランティア事業 ＊愛犬ボランティア(7/6・8/3)  

＊地域清掃(11/2) ＊たより発行(7/18) 

（２）安心・安全啓発事業 

   〇防犯事業  

＊防犯パトロール(通年) ＊重点パトロール(6/21・12/20) 

＊役員全体研修会(10/8) ＊防犯だより発行(6/15・12/20) 

＊ポスター貼替(6/19・10/27・3/8) ＊看板点検(2/16) ＊親子通学路体験(3/8)  

   〇交通安全啓発(11/16)   〇自主防災訓練(12/14) 

（３）地域活性化事業 

   〇文化の継承事業 ＊日吉台音頭(7/12)※交流館と共催 ＊しめ飾りづくり(12/24) 

   〇健康増進事業 

＊学区スポーツ祭(10/26) ＊歩け歩け運動(2/8) ＊スポーツ教室ほか(通年) 

（４）コミュニティ育成事業 

   〇コミュニティ育成事業 ＊各町内会清掃など(通年) 

   〇学区の環境美化事業 ＊地域清掃(6/1) 

   〇学区コミュニティ「日吉台くらぶ」維持管理と運営(通年) ＊オープンカフェ(5/10) 

   〇「日吉台くらぶ」ばら花壇の整備(通年)   〇学区夏まつり(8/2)    〇半田池整備事業(通年) 

（５）各種啓発活動事業 

   〇人権啓発事業 ＊納涼シアター(8/20) ＊人権学習会(7/9) ＊ふれあいシアター(11/11) 

   〇広報活動事業 ＊ホームページ運営(通年) ＊選挙の啓発(7月・11月・2月) 

   〇地域連携活動事業 

＊コニュニティー・スクール啓発研修会(11/20) ＊こども食堂(地域食堂)の試行(通年) 

＊学習事業 日吉台音頭(7/12)・ガトーショコラ作り(11/29) 

（６）まちづくり推進委員会運営事業(通年) 

成 果 

地域課題でもあった半田池池畔整備を市民協働事業として、行政、地域団体の役割を明確にし、事業実施が始

まった。また、今後のコミュニティ・スクールを見据えた事業展開として、こども食堂（地域食堂）がまちづ

くり推進委員会の事業として開始したこと、これまで各町内会単位で実施していた夏まつりを学区合同で実施

したことで、学区内での交流が促進できた。 

課 題 

夏まつりは、猛暑の中での実施となり、運営スタッフに健康上の問題を惹起し、実施後のアンケートでは、開

催時期や事業内容の見直しなど多くの要望があり、今後のあり方など解決すべき事案を検討する必要がある。 

課題解決にむけて 

アンケート結果内容を精査し、総合的に課題解決になるよう関係者会議・検討会議でさまざまな意見を集約し

ながら解決策を導き出していく。 

＜半田池池畔清掃のようす＞ 

＜夏まつりのようす＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜経過＞ 

これまで、日吉台学区では休園中の幼稚園跡地で、毎月サロン活動として、食の提供を行

っていました。しかし、２０２０年からのコロナ禍により活動を中断し、５年が経過しま

した。 

そんな中、地域のこども支援の一環で「こども食堂をやりたい」といった声があり、まち

づくり推進委員会で取り組むことを決定しました。そのため、次のことを話し合いました。 

 

１ 活動する仲間をみつける ※SNS で若い世代に呼びかける 

２ どのような「こども食堂」にしたいのかを決める 

３ 地域の他団体との連携を考える 

４ 「こども食堂」を知ってもらう 

５ 運営するための資金・食材等を考える 

 

＜２０２５年６月２０日 開店しました＞ 

・開催日は、毎月第３金曜日 １７：３０～１９：３０ 

・メニューは、季節感・寄付された食材などから検討 

・料 金 ☞ こども（中学生まで） １００円 

☞ おとな（高校生以上） ３００円 

☞ フードギフト（※）  １００円 

※フードギフトとは、おとなから１００円のご寄付をいただき、 

こどもの食事代にまわすしくみです。 

名前は「ひまわり食堂」こども食堂を中心として地域の様々な 

人が集う居場所づくり、多様な人との交流を目的とします。 

 

＜ひまわり食堂のようす＞ 


